



































勤務校 新潟県 全国 新潟県 全国
ものごとを最後までやり遂げて，うれしかっ
たことがありますか
96.5％ 96.3％ 94.8％ 96.0％ 94.7％
自分にはよいところがあると思う 82.1％ 80.3％ 77.9％ 74.1％ 70.7％

















































わたしは，クラスの人の役に立っていると思う。 57.7％ 38.5％ 3.8％
























わたしは，クラスの人と一緒にいると安心できる。 92.3％ 3.8％ 3.8％
わたしは，クラスの人に支えられていると思う。 84.6％ 7.7％ 7.7％
わたしは，クラスの重要な一員だと思う。 57.7％ 26.9％ 15.4％









































































































ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか。 100％ 100％ ↑
自分にはよいところがあると思いますか。 88.5％ 92.3％ ↑










比較１月 ３月 １月 ３月 １月 ３月
わたしは，クラスの人の役に立って
いると思う。
57.7％ 80.7％ 38.5％ 19.2％ 3.8％ 0％ ↑
わたしは，クラスの人を信頼してい
る。
92.3％ 92.3％ 3.8％ 7.7％ 3.8％ 0％ →
わたしは，クラスの人と一緒にいる
と安心できる。
92.3％ 92.3％ 3.8％ 7.7％ 3.8％ 0％ →
わたしは，クラスの人に支えられて
いると思う。
84.6％ 92.3％ 7.7％ 3.8％ 7.7％ 3.8％ ↑
わたしは，クラスの重要な一員だと
思う。
57.7％ 57.7％ 26.9％ 42.3％ 15.4％ 0％ →
わたしは，クラスの人の手伝いをす
ることがある。
88.5％ 92.3％ 7.7％ 7.7％ 3.8％ 0％ ↑
わたしは，クラスの人から「ありが
とう」と言われることがある。
88.5％ 100％ 0％ 0％ 11.5％ 0％ ↑
わたしは，クラスの人からほめられ
ることがある。
76.9％ 80.8％ 11.5％ 11.5％ 11.5％ 7.7％ ↑
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　(1)　成果
　　①　「承認」と「フィードバック」のサイクルによる自己有用感の高揚
　１月に行ったアンケートに比べ，肯定的な回答が多くなり否定的な回答は減っている。このことから，１月当初に比
べ，児童の自己有用感は高まったと言える。これは，学校生活の中での個人の頑張りについて班の中や学級の中で認め
てもらったことを自分自身が自己内評価し，感謝の言葉や今後の意欲について友達へメッセージとして返すことで高
まってきたものだと考える。そして，「自分が頑張ったことを友達が評価してくれた。また頑張ろう。」と，次の自分自
身の行動をよりよくしていこうとする意欲につなげていくことができた。返されたメッセージをもらった相手も，その
メッセージを読み，「次は自分も頑張ろう。」と，やる気を高めていくことができた。このように，友達からの肯定的な
評価を自分自身がしっかりと受け止め，それを基に自分の思いをメッセージにして返すというサイクルは，他者からの
評価を基に自分自身を肯定的に受け止めるという機能をもつことが明らかになった。
　　②　「承認」と「フィードバック」の有効性
　班長や友達に対する「承認」の基準は「頑張っていたね。」と「ありがとう。」である。してもらったことに対してそ
のように感じたことは何でも伝えようとしたことで，承認活動が活発になっていった。承認活動が活発になったことで，
自分が行ったことに対しての，自己内評価も活発になっていった。
　他者からの評価を基に自分が感じたものをメタ認知し，さらに,その思いを相手にメッセージとして返した。この
「フィードバック」によって，次はどうしていきたいかということを決定するということができた。
　　③　メッセージの蓄積による自己有用感の継続
　班ノートへのメッセージも，ありがとうカードのメッセージも，いつでも読み返すことができるように評価の言葉を
書き残し蓄積していった。自分自身の行動を振り返ったり，友達からのメッセージに励まされたりしながら，「自分は
もっとできる。」と考え行動できるようになってきている。メッセージの内容の変化からも分かるように，評価の言葉
を蓄積したことが，自己有用感を継続してもたせることにつながった。
　(2)　課題
　児童の多くは，学校生活の中で自分に関わりのある所から何かしてくれた友達や頑張っている友達を見つけていた。
授業中のことであったり，休み時間のことであったり，「自分がしてもらってうれしい。」と感じたことへのメッセージ
が多数を占め，クラスのために進んで活動していることへのメッセージは少なかった。自分自身に直接関係がないこと
に対しては気付きが弱くなることが考えられる。つまり，クラス全体のためにしている行動への承認が少ないため，活
動はしていても，アンケートでの「クラスの人の役に立っている」「クラスの重要な一員だと思う。」の肯定的評価が低
くなってしまう。クラスの一員としての自己有用感の高まりを感じられる相互評価の視点を示すことが必要である。
　「承認」「フィードバック」それぞれのメッセージに目を向けた時，自分の思いを十分に伝えきれていないと感じら
れるメッセージも見られた。個人の語彙量や表現力に関わることではあるが，互いに贈り合ったメッセージの内容を学
級全体で共有するような場面を設定したり，贈り合ったメッセージを誰もが見られるように掲示したりすることで，表
現の仕方もより豊かになったのではないかと考える。表現の仕方が豊かになることで，自分の感情もより豊かに表現で
き，さらに自己有用感を高められると考える。「承認」「フィードバック」を視点とした相互評価の在り方について，さ
らに工夫を重ねていきたい。
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